
（Ｈ18. 1. 6  西山口小学校　校門前）

寒さにも負けず
「おはようございます。」

白い息をはずませて、

小学生が元気に登校しています。

春はもうすぐそこまできています。



2

蘆
１
日

本
会
議
＝
平
成
十
七
年
度
掛

川
市
一
般
会
計
・
特
別
会

計
・
企
業
会
計
補
正
予
算
、

条
例
関
係
議
案
等
　
提
案
説

明
。
質
疑
、
討
論
、
一
部
議

案
採
決
。

総
務
委
員
会
＝
付
託
議
案
審

査

蘆
12
日

本
会
議
＝
一
般
質
問

蘆
13
日

本
会
議
＝
一
般
質
問

蘆
14
日

本
会
議
＝
一
般
質
問
。
議
案

質
疑
、
一
部
議
案
採
決
。
議

案
・
請
願
・
陳
情
　
常
任
委

員
会
付
託
。

常
任
委
員
会
＝
付
託
議
案
・

請
願
・
陳
情
審
査

蘆
16
日

常
任
委
員
会
協
議
会
＝
重
要

課
題
テ
ー
マ
討
議

蘆
22
日

本
会
議
＝
常
任
委
員
会
委
員

長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、
採

決
。
常
任
委
員
会
協
議
会
委

員
長
報
告
。
請
願
採
決
。
陳

情
継
続
審
査
。意
見
書
採
決
。

12
月
定
例
会
の
経
過

平
成
十
七
年
第
四
回
（
十
二
月
）
定
例
会
が
、
十
二
月
一
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の

二
十
二
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

掛
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
等
、
補
正
予
算
関
係
七
件
、
掛
川
市
環
境
基
本
条
例
の

制
定
等
、
条
例
関
係
十
三
件
、
そ
の
他
八
件
、
意
見
書
一
件
の
合
計
二
十
九
件
が
上
程

さ
れ
、
審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
三
件

を
不
採
択
と
し
、
陳
情
五
件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
協
議
会
で
は
・
一
般
質
問
で
は

各
常
任
委
員
会
協
議
会
で
は
・
一
般
質
問
で
は

十
二
月
定
例
会
は
、「
政
策
議
会
」
と
も
位
置
づ
け

ら
れ
、
掛
川
市
の
課
題
を
中
・
長
期
的
な
展
望
に
立
っ

て
活
発
に
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
で

話
し
合
っ
た
こ
と
は
、
今
後
の
行
政
施
策
の
道
筋
の
一

つ
と
さ
れ
ま
す
。

（
協
議
会
の
内
容
は
、
三
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

十
三
人
が
一
般
質
問
に

三
日
間
に
わ
た
り
、
十
三
人
が
登
壇
。
浜
岡
原
発
関

連
、
新
年
度
予
算
編
成
、
焼
却
場
問
題
等
様
々
な
分
野

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

（
四
〜
七
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）



○
平
成
十
七
年
度
掛
川
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

○
掛
川
市
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正

問 

つ
く
し
保
育
園
を
廃
園
に
し
て
、
入

園
し
て
い
る
園
児
た
ち
の
希
望
に
十
分

対
応
し
て
い
る
か
。
二
つ
の
園
（
す
こ

や
か
保
育
園
部
、
西
保
育
園
）
の
定
数

は
変
化
な
い
が
、
来
年
度
入
所
希
望
者

に
つ
い
て
、
状
況
は
ど
う
か
。

大
河
ド
ラ
マ
に
よ
り
、
逆
川
の
草
刈

り
と
し
て
市
単
工
事
費
七
十
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
市
民
要
望
は
強
く
、

平
成
十
八
年
度
以
降
続
け
る
考
え
は
な

い
か
。

来
年
度
当
初
予
算
に
も
う
一
度
計
上

し
た
い
。
逆
川
は
県
の
管
理
河
川
で
あ

る
の
で
、
市
と
県
が
半
分
ず
つ
支
出
を

す
る
。
費
用
も
か
か
る
し
、
他
の
河
川

の
こ
と
も
あ
る
の
で
、
地
元
の
方
の
気

持
ち
も
考
え
、
今
後
何
ら
か
の
制
度
を

作
っ
て
い
き
た
い
。

答 問 

在
園
す
る
保
護
者
・
新
規
入
園
の
保

護
者
に
対
し
て
、
説
明
会
を
開
催
し
、

（
仮
称
）
西
部
幼
保
園
へ
転
園
と
な
る

こ
と
を
承
諾
い
た
だ
い
て
い
る
。
来
年

度
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
各
保
育
園
と

調
整
を
行
っ
て
お
り
、
希
望
の
園
へ
の

入
園
に
努
め
て
い
く
。

答 

3

～政策議会報告・3常任委員会から～ 
（掲載文は「委員長報告」要旨） 

総務委員会協議会
①当面する主要事業と財政計画について
盧当面する主要事業
・南北幹線道路の整備
・22世紀の丘公園整備と管理棟の建設
・大東図書・資料館の建設
・宮脇土地区画整理事業

盪財政計画について
・新市建設計画の重点事項を推進し、合併特例債をフ
ルに活用していく。
・歳出を抑制し、スリムな行政を目指す。
・事業の見直しや組織の見直しを進め、職員の削減、
民への移行など市民サービスを落とさず、「選択と
集中」の観点から費用対効果を考えながら実施する
必要がある。

②行政改革について
・第三セクターの民営化にはどういう手法があるのか。
・新掛川市の自治区のあり方について議論、検討。

・職員の資質向上、意識改革、人材育成、女性の管理職
登用を促進。

・パブリックコメント制度＊を導入して、市民の意見を反
映し、公募制度を積極的に推進する必要がある。

＊広く市民に素案を公表してその反響を活かす行政運営システム

③消防力強化対策について
・４年計画で職員を10人増員。
・新消防署の建設場所、規模についての検討を深めていく。
・４分30秒以内＊に到達できない空白地域についての解

消策の具体化。
＊出動から放水開始までの所要時間が約６分30秒を超えると、急激に延
焼率は高まることから、消防車の走行に当てられる時間は４分30秒で
あり、この時間を「走行限界時間」という。

・はしご車導入の必要性、時期、職員体制、財政計画の
詳細な検討。
・通信司令室の西部地区一元化の可能性をさぐる努力を
する必要がある。

経済建設委員会協議会
①公共交通計画について
循環バスは好評であり、天浜線もバス路線の代役を果た
している。今後、財政的支援の裏付けも考慮した中で空白
地域も含め、交通体系の抜本的な見直しが必要である。
②地域農業振興策（農業活性化やる気塾の拡大）について
「農業活性化やる気塾」組織の拡大、拡充で地域塾活動
を通じ、各地区の課題、問題点を基に農家・農協・行政が
一致し、地域ごとに農業振興ビジョンをつくりあげること
が必要である。

③河川行政（集中豪雨等による危険箇所）について
近年、集中豪雨による水害が頻発している。そのため、

河川改修等に国・県も積極的に対応している。しかし、各
河川共に状況が異なり、根本的な解決策を図る必要がある。
④中心市街地活性化について（含旧大東町、旧大須賀町）
中心市街地は、十二万都市の玄関口であり、新市の顔や

核である。特色ある街づくり、意欲ある商店経営者育成、
行政も集客対策を考え、街の賑わいを取り戻す事が必要で
ある。

文教厚生委員会協議会
①学校教育と施設整備のあり方について
小規模校解消の手法について、学校選択制では小規模校
化が進んでしまうのではないか。小中一貫教育など魅力を
出しながら学区を考えるべき。老朽化が進む掛川地区の小
学校給食はセンター化を進めるべきだが、経費に大きな開
きもあるため、施設を１つまたは２つにするかは、詳細な
検討が必要である。
②市民福祉に関する諸施設の利用について
東高跡地の利用を中心に検討。旧北館など既存施設を取

り壊し新築するのではなく、耐震補強をして使うべき。財
政負担の違いだけでなく、すぐ利用できる、いろいろな施
設が入れるなどのメリットがあるのでは。
③総合健康センターについて
新市建設計画三本柱の一つに挙げられている総合健康セ

ンターは、今後の総合計画で位置づけられてくる。内容的
には、東京女子医大の活用、体育施設との連携など、予防
医学、特に高齢者の医療費軽減・保険料軽減につながるも
のに。

～
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浜
岡
原
発
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画

安
全
協
定
見
直
し
が
必
要

市
が
主
催
し
た
地
震
研
修
会
で
、

今
後
三
十
年
の
間
に
東
海
地
震

の
発
生
率
八
十
四
％
が
想
定
さ
れ
る
。
さ

ら
に
危
険
が
深
ま
る
プ
ル
サ
ー
マ
ル
を
採

用
す
る
こ
と
に
反
対
で
あ
る
。

市
長
は
、
事
前
了
解
を
他
市
に
呼
び
か

け
る
考
え
は
な
い
か
。
勉
強
会
を
開
く
必

要
は
ど
う
か
。

ＱＱ

平
成
十
八
年
度
掛
川
市
の
予

算
編
成
に
お
い
て
、
歳
入
の
根

幹
と
な
る
市
税
、
地
方
交
付
税
等
の
見
直

し
と
財
政
力
を
伺
う
。

ＱＱ

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
議
論
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
向
こ
う
二
年
の
間
に
実
現
し
た

い
。

プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
の
安
全
協

定
に
事
前
了
解
を
求
め
る
こ
と

は
、
当
然
の
こ
と
と
考
え
る
。
周
辺
四
市

の
市
長
が
そ
れ
を
叫
べ
ば
、
か
な
り
大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
と
思
う
。
プ
ル
サ

ー
マ
ル
に
つ
い
て
勉
強
す
る
機
会
を
つ
く

平
成
十
八
年
度
予
算
は
、
歳

入
の
市
税
及
び
地
方
交
付
税
が

前
年
度
と
比
べ
増
加
す
る
要
因
は
な
く
、

大
変
厳
し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
お
よ

そ
、
市
税
は
一
億
円
減
の
百
八
十
八
億
九

千
万
円
、
地
方
交
付
税
は
四
千
万
円
減
の

十
四
億
六
千
万
円
が
見
込
ま
れ
る
。
平
成

十
七
年
度
の
財
政
力
指
数
は
九
十
七．

一
％
で
あ
り
、
県
平
均
九
十
一．

九
％
を

上
回
っ
て
い
る
。
今
後
も
行
政
改
革
を
積

極
的
に
推
進
し
、
健
全
財
政
の
確
立
を
目

指
し
て
い
く
。

ＡＡ

ＡＡ

◆
質
問
事
項
は

〈
行
財
政
・
広
域
関
連
〉

・
国
土
調
査

・
消
防
・
救
急
業
務
　
　
　
　
（
二
人
）

・
市
の
財
政
　
　
　
　
　
　
　
（
二
人
）

・
掛
川
東
高
跡
地
利
用

・
自
治
区
の
あ
り
方

・
市
民
や
地
区
か
ら
の
要
望
事
項
の
取
り

扱
い

・
自
主
防
災
会

・
広
域
連
携
　
　
　
　
　
　
　
（
二
人
）

・
地
震
災
害
対
策
　
　
　
　
　
（
三
人
）

・
市
長
の
政
治
姿
勢

・
公
共
施
設
の
コ
ス
ト
表
示

・
病
院
駐
車
場
の
管
理

・
市
職
員
の
駐
車
場

・
浜
岡
原
発
　
　
　
　
　
　
　
（
三
人
）

・
新
年
度
予
算
編
成
　
　
　
　
（
三
人
）

〈
商
工
労
・
農
政
関
連
〉

・
農
地
転
用
と
埋
蔵
文
化
財

・
経
営
所
得
安
定
対
策
等
大
綱

・
雇
用
問
題

〈
建
設
・
土
木
関
連
〉

・
河
川
改
修
　
　
　
　
　
　
　
（
二
人
）

・
西
部
地
区
の
都
市
計
画

・
都
市
公
園
整
備
計
画

・
旧
ス
ポ
ー
ツ
振
興
（
株
）
跡
地
利
用

・
道
路
整
備
問
題
　
　
　
　
　
（
三
人
）

〈
教
育
・
福
祉
関
連
〉

・
障
害
者
自
立
支
援
法

・
和
田
岡
古
墳

・
学
童
保
育
　
　
　
　
　
　
　
（
二
人
）

〈
保
健
・
環
境
関
連
〉

・
環
境
資
源
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
　
（
三
人
）

・
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
　
　
　
（
二
人
）

・
市
立
総
合
病
院
の
医
師
不
足
（
二
人
）

・
環
境
基
本
条
例
な
ど

・
下
水
道
事
業

（

）
内
の
数
字
は
同
類
質
問
者
数

一
般
質
問
に
つ
い
て
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い

方
は
、
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
市
議
会
会
議
録
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
十
二
月
定
例
会
の
会
議
録
は
、
三

月
上
旬
に
掲
載
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

水谷陽一
（日本共産党）

加藤一司
（親和会）

新
年
度
の

財
政
問
題

①
中
電
と
地
元
自
治
体
と
で

結
ん
で
い
る
「
安
全
協
定
」
に
、

計
画
に
対
す
る
事
前
了
解
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
な
い
が
見
直
し
を
提
案
す
る
考
え
は

な
い
か
。
②
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
に
つ
い

て
、
東
海
地
震
発
生
後
ま
で
凍
結
す
る
よ

う
中
電
に
申
し
入
れ
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。 ＱＱ

桑原百合子
（みどりの会）

浜
岡
原
子
力

発
電
所

蘆質問部分は、質問者本人が作成しました。
一般質問翌日の新聞掲載記事



小
中
学
校
の
生
活
科
や
総
合
学

習
の
中
で
、
竹
細
工
や
わ
ら
じ

づ
く
り
、ロ
ボ
ッ
ト
の
制
作
等
、も
の
づ
く

り
に
つ
い
て
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。ま
た
、中
学
校
で
は
勤

労
の
貴
さ
や
創
造
す
る
喜
び
を
体
得
し
、

空
き
地
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

景
観
、
住
環
境
、
公
害
面
だ
け

で
な
く
、
土
地
利
用
や
農
村
集
積
の
観
点

か
ら
も
土
地
所
有
者
に
提
案
、
指
導
し
て

い
き
た
い
。

猫
の
登
録
制
度
に
つ
い
て
は
今
後
研
究

し
て
い
く
。
地
域
猫
事
業
や
動
物
愛
護
の

市
民
団
体
へ
の
補
助
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
野
良
猫
な
ど
の
繁
殖
を
防
ぎ
た
い
。

新
し
い
聖
苑
で
は
、
ペ
ッ
ト
一
般
の
火
葬

が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
検
討
す
る
。

ＡＡ

ＡＡ

平
成
二
十
一
年
度
ま
で
は
一
市
二
方
式
と

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
環
境
資
源
ギ

①
原
発
近
隣
市
の
長
が
集
ま

る
機
会
が
あ
れ
ば
相
談
し
た
い
。

②
い
つ
く
る
の
か
わ
か
ら
な
い
地
震
を

待
っ
て
か
ら
と
い
う
こ
と
は
、
い
か
が
な

も
の
か
。
一
度
大
き
な
地
震
が
き
た
ら
、

し
ば
ら
く
地
震
が
こ
な
い
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
凍
結
を

申
し
入
れ
る
考
え
は
な
い
。

ャ
ラ
リ
ー
は
菊
川
市
と
運
営
し
て
い
る
。

菊
川
市
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
満
水
を
は

じ
め
地
元
と
も
相
談
し
な
が
ら
、
向
こ
う

二
年
間
ぐ
ら
い
で
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
を
慎
重
に
考
え
て
い
き
た
い
。

職
業
や
進
路
に
関
わ
る
啓
発
的
な
体
験
が

得
ら
れ
る
よ
う
、
職
業
体
験
学
習
を
推
進

し
て
お
り
、
今
後
も
充
実
を
図
り
た
い
。

ＡＡ

合
併
時
の
事
務
事
業
の
一
元
化

に
お
い
て
、
焼
却
に
つ
い
て
は

ＡＡ

5

合
併
は
多
く
の
人
が
不
便
を

背
負
い
な
が
ら
も
、
公
共
施
設

の
統
廃
合
と
有
効
利
用
等
に
よ
り
何
億
と

い
う
支
出
の
削
減
が
で
き
る
。
削
減
さ
れ

た
税
金
の
有
効
利
用
こ
そ
市
民
に
と
っ
て

最
大
の
メ
リ
ッ
ト
。
焼
却
場
は
い
つ
統
合

す
る
の
か
。

ＱＱ

知
育
・
徳
育
・
体
育
に
「
職

育
」
を
加
え
、
も
の
づ
く
り
教

育
・
職
場
体
験
学
習
な
ど
職
業
教
育
の
充

実
を
図
る
こ
と
が
必
要
。
職
育
は
工
業
都

市
掛
川
を
支
え
る
と
共
に
、
ニ
ー
ト
や
フ

リ
ー
タ
ー
対
策
に
お
い
て
も
重
要
な
政
策

で
は
な
い
か
。
取
り
組
み
を
伺
う
。

ＱＱ

①
空
き
地
の
不
良
状
態
を
確

認
し
た
場
合
、
そ
の
改
善
・
有

効
利
用
等
に
つ
い
て
各
課
連
携
の
中
で
、

土
地
の
所
有
者
に
提
案
が
で
き
る
か
。
②

猫
の
登
録
制
度
、
避
妊
・
去
勢
補
助
制
度
、
及

び
動
物
の
終
生
飼
養
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
一

般
の
火
葬
を
求
め
る
が
い
か
が
か
。

ＱＱ

石山信博
（みどりの会）

職
業
教
育
が
大
切

戸塚久美子
（みどりの会）

良
好
な
生
活
環
境
の

確
保
に
関
す
る
条
例

二
つ
あ
る

焼
却
場
の
統
合
は

鳥井昌彦
（親和会）

飼い主の都合で

ペットを捨てないで

環境資源ギャラリー（左）と環境保全センター（右）環境資源ギャラリー（左）と環境保全センター（右）環境資源ギャラリー（左）と環境保全センター（右）環境資源ギャラリー（左）と環境保全センター（右）環境資源ギャラリー（左）と環境保全センター（右）環境資源ギャラリー（左）と環境保全センター（右）環境資源ギャラリー（左）と環境保全センター（右）環境資源ギャラリー（左）と環境保全センター（右）環境資源ギャラリー（左）と環境保全センター（右）環境資源ギャラリー（左）と環境保全センター（右）環境資源ギャラリー（左）と環境保全センター（右）環境資源ギャラリー（左）と環境保全センター（右）環境資源ギャラリー（左）と環境保全センター（右）環境資源ギャラリー（左）と環境保全センター（右）環境資源ギャラリー（左）と環境保全センター（右）環境資源ギャラリー（左）と環境保全センター（右）環境資源ギャラリー（左）と環境保全センター（右）

掛川市長杯中学生ロボット競技大会

（掛川工業高校にて）

議案の審議結果一覧
〔予　算〕
●平成17年度掛川市一般会計補正予算（第3号）…………………（賛成多数可決）
●平成17年度掛川市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）……（賛成多数可決）
●平成17年度掛川市老人保健特別会計補正予算（第1号）………（賛成多数可決）
●平成17年度掛川市介護保険特別会計補正予算（第2号）………（賛成多数可決）
●平成17年度掛川市公共下水道事業特別会計補正予算（第2号）………（賛成多数可決）
●平成17年度掛川市農業集落排水事業特別会計補正予算（第2号）……（賛成多数可決）
●平成17年度掛川市水道事業会計補正予算（第1号）……………（全会一致可決）

〔一　般〕
●掛川市外2組合公平委員会共同設置規約の変更…………………（全会一致可決）
●小笠掛川介護認定審査会共同設置規約の変更 …………………（全会一致可決）
●掛川市・菊川市衛生施設組合規約の変更 ………………………（全会一致可決）
●静岡県大井川広域水道企業団を組織する地方公共団体の数の減少及び規約変更 …（全会一致可決）
●掛川市道路線の廃止 ………………………………………………（全会一致可決）
●掛川市道路線の認定 ………………………………………………（全会一致可決）
●土地の取得（史跡横須賀城跡用地）………………………………（全会一致可決）
●公の施設の区域外設置に関する協議 ……………………………（全会一致可決）

〔陳　情〕
●中部電力浜岡原子力発電所のプルサーマル導入に反対することに関する陳情…（継続審査）
●プルサーマル計画の見送りを中部電力に申し入れるよう求める陳情 …（継続審査）
●安全協定の見直しを求める陳情 ………………………………………（継続審査）
●プルサーマル計画中止を求める、国・県への意見書提出に関する陳情 ………（継続審査）
●浜岡原子力発電所の安全協定を見直すとともに、県への見直しの意見書提出を求める陳情……（継続審査）

〔請　願〕
●「サラリーマン増税と消費税増税反対の意見書」の提出を求める請願……………（不採択）
●全額国庫負担の最低年金制度実現等を求める請願 ……………………（不採択）
●「住宅新築・増改築時助成金」制度創設に関する請願 …………………（不採択）

〔意見書〕
●「議会制度改革の早期実現に関する意見書」の提出 ……………（全会一致可決）

〔条　例〕
●掛川市環境基本条例の制定 ………………………………………（全会一致可決）
●掛川市良好な生活環境の確保に関する条例の制定 ……………（全会一致可決）
●掛川市清水邸条例の全部改正 ……………………………………（全会一致可決）
●東遠カルチャーパーク総合体育館条例の全部改正 ……………（全会一致可決）
●掛川市大須賀体育施設条例の全部改正 …………………………（全会一致可決）
●掛川市議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正 …（賛成多数可決）
●掛川市特別職の職員で常勤のものの給料等に関する条例の一部改正…（賛成多数可決）
●掛川市教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部改正……（賛成多数可決）
●掛川市職員の給与に関する条例の一部改正 ……………………（賛成多数可決）
●掛川市立保育所条例の一部改正 …………………………………（全会一致可決）
●掛川市海洋センター条例の一部改正 ……………………………（全会一致可決）
●掛川市大東体育施設条例の一部改正 ……………………………（全会一致可決）
●掛川市火災予防条例の一部改正 …………………………………（全会一致可決）
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大池公園

年
々
区
長
業
務
が
増
大
す
る

中
、
区
長
の
位
置
づ
け
、
身
分

保
障
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
従

前
よ
り
手
当
が
減
額
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
多

い
が
、
今
後
活
動
し
や
す
い
よ
う
に
区
長

手
当
、
交
付
金
に
つ
い
て
見
直
し
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
か
。

ＱＱ

自
治
区
は
、あ
く
ま
で
も
自
主

的
な
も
の
で
あ
り
、
市
が
す
べ

て
を
決
め
る
よ
り
も
地
域
の
住
民
の
気
持

ち
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
一
番
大
切
と
考

え
る
。区
長
手
当
に
つ
い
て
は
、区
で
出
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
相
当
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
区
長
会
で
も
協

議
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

ＡＡ

各
施
設
の
コ
ス
ト
を
玄
関
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
表
示
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
税
の
使
わ
れ
方
、
コ
ス
ト

意
識
の
改
革
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
実

施
す
る
考
え
は
。

ＱＱ

大
池
公
園
と
22
世
紀
の
丘
公

園
の
位
置
づ
け
の
違
い
や
大
池

公
園
の
樹
木
や
花
の
植
栽
計
画
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た
遊

具
の
改
修
計
画
・
若
者
達
の
集
え
る
野
外

劇
場
等
の
整
備
計
画
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

ＱＱ

に
そ
れ
を
実
行
し
た
い
。
そ
し
て
、
旧
一

市
二
町
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
を
着
実
に

実
現
し
て
い
く
。
ま
た
、
十
九
年
度
以
降

を
踏
ま
え
、
医
師
確
保
や
海
岸
の
問
題
な

ど
、
い
く
つ
か
の
調
査
費
を
盛
り
込
ん
で

い
き
た
い
。健
全
財
政
に
つ
い
て
は
、事
業

費
を
圧
縮
し
て
、
市
債
を
な
る
べ
く
減
ら

し
て
い
く
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
。

決
算
時
に
は
施
策
の
評
価
表
と
し
て
、
今

後
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
わ
か

り
や
す
く
公
表
し
て
い
く
。
費
用
対
効
果

を
考
え
る
と
、
各
施
設
の
玄
関
に
表
示
を

す
る
の
は
難
し
い
。

公
園
を
上
手
に
リ
ン
ク
さ
せ
、
東
遠
地
域

全
体
の
方
々
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
来
年
度
、
地
域
の
有
識

者
を
含
め
た
協
議
会
を
つ
く
り
、
勉
強
し

な
が
ら
、一
つ
一
つ
実
現
し
て
い
き
た
い
。

今
年
度
か
ら
、事
業
別
予
算
方

式
を
実
施
し
て
お
り
、施
設
ご
と

に
か
か
る
経
費
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
れ
ら
を
予
算
時
に
は
作
戦
書
、

22
世
紀
の
丘
公
園
は
、
お
年
寄

り
の
憩
い
の
場
と
し
て
も
使
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
老
人
福
祉
施
設
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
備
え
、
全
面
的
な

緑
化
を
行
う
。
大
池
公
園
は
、
体
育
館
と

ＡＡ

ＡＡ

今
、
消
防
力
の
強
化
と
市
立
病

院
の
医
師
不
足
・
医
療
技
術
の
高

ＱＱ

河住光重
（親和会）

自
治
区
の
あ
り
方

予
算
編
成
に
対
す
る
市
長
の

基
本
的
見
解
を
伺
う
。
①
何
を

最
大
の
課
題
と
す
る
の
か
。
②
戸
塚
色
の

見
え
る
施
策
と
し
て
予
算
計
上
す
る
新
規

の
事
業
は
何
か
。
③
公
約
で
あ
る
財
政
健

全
化
は
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て

あ
た
る
の
か
。

ＱＱ

合
併
の
中
で
約
束
さ
れ
た
内

容
を
尊
重
し
、で
き
る
限
り
忠
実

ＡＡ

堀内武治
（みどりの会）

新
年
度
予
算
の
課
題

大庭博雄
（親和会）

広
域
連
携
で
行
政
の

効
率
化
・
高
度
化
を

内山周則
（かけがわ21）

公
共
施
設
の
コ
ス
ト
表
示

鈴木正治
（親和会）

大
池
公
園
の

整
備
計
画
は

議会制度改革の早期実現に関する意見書

国においては、現在検討されている事項を含
め、とりわけ下記の事項について、今次地方制
度調査会において十分審議の上、抜本的な制度
改正が行われるよう強く求める。

記

１ 議会の招集権を議長に付与すること
２ 地方自治法第96条2項の法定受託事務に
係る制限を廃止するなど議決権を拡大する
こと

３ 専決処分要件を見直すとともに、不承認の
場合の首長の対応措置を義務付けること

４ 議会に付属機関の設置を可能とすること
５ 議会の内部機関の設置を自由化すること
６ 調査権・監視権を強化すること
７ 地方自治法第203条から「議会の議員」
を除き、別途「公選職」という新たな分類
項目に位置付けるとともに、職務遂行の対
価についてもこれにふさわしい名称に改め
ること

（提出先：内閣総理大臣、総務大臣、衆議院議長、
参議院議長）

可決された

意 見　書
（要 旨）
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消防署通信司令室

度
化
等
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
課
題
を
低
コ
ス
ト
で
解
決
す
る
た

め
の
手
段
と
し
て
、
近
隣
市
町
と
の
広
域

連
携
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

広
域
連
携
は
大
変
重
要
な
問
題

で
あ
る
。
病
院
、消
防
、ご
み
問
題

そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
施
設
組
合

な
ど
の
広
域
的
な
組
織
を
作
っ
て
連
携
し

て
い
く
こ
と
が
理
想
的
な
こ
と
だ
と
感
じ

る
。小
笠
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、中
東
遠
全

体
を
視
野
に
入
れ
て
、早
く
そ
う
い
っ
た
機

運
が
醸
成
さ
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。

ＡＡ

障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
施
設

基
準
や
運
営
主
体
に
つ
い
て
の

基
準
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
推
進
が
図
ら
れ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
国
、
県
、
市
も
厳
し
い
財
政

の
中
で
、
こ
れ
か
ら
福
祉
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
を
考
え
る
と
、
当
事
者
か
ら
も
一

割
の
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
無
理
か

ら
ぬ
こ
と
だ
と
考
え
る
。
現
時
点
で
は
こ

の
法
律
に
対
す
る
市
の
軽
減
策
は
考
え
て

い
な
い
。

ＡＡ
ル
ー
ト
設
定
を
行
う
調
査
業
務

を
来
年
度
実
施
し
た
い
。
そ
の

後
一
年
か
け
て
、
国
土
交
通
省
、
県
等
と

協
議
を
重
ね
ル
ー
ト
決
定
を
し
て
い
き
た

い
。
西
環
状
線
は
、
四
車
線
道
路
で
延
長

が
長
い
の
で
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査

に
三
年
か
か
る
。
西
環
状
線
の
都
市
計
画

決
定
を
行
っ
た
後
に
県
道
に
昇
格
し
て
も

ら
え
る
よ
う
県
に
働
き
か
け
、
整
備
の
実

現
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

ＡＡ 減
策
は
あ
る
か
。

こ
の
法
律
は
、福
祉
の
三
原
則
、

「
公
的
責
任
、
無
差
別
平
等
、
必

要
十
分
」
を
形
骸
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
、
自
己
負
担
増
と
な
る
が
、
市
の
軽

（
仮
称
）
森
・
掛
川
イ
ン
タ
ー

か
ら
国
道
一
号
ま
で
の
ア
ク
セ

ス
道
路
は
三
案
。
掛
川
北
西
部
は
農
村
地

帯
で
あ
り
、
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
は
農
業
生

産
に
影
響
が
あ
る
。
ル
ー
ト
決
定
、
時
期

は
い
つ
に
な
る
の
か
。

鷲山喜久
（日本共産党）

障
害
者
自
立
支
援
法

山闢惠司
（親和会）

第
二
東
名

ア
ク
セ
ス
道
路

文教厚生委員会、経済建設委員会、議会運営委員会が 
行政視察に行ってきました。 

北海道羅臼町北海道羅臼町北海道羅臼町北海道羅臼町北海道羅臼町北海道羅臼町北海道羅臼町北海道羅臼町北海道羅臼町北海道羅臼町北海道羅臼町北海道羅臼町北海道羅臼町北海道羅臼町北海道羅臼町北海道羅臼町北海道羅臼町

★文教厚生委員会★
10／12～14

蘆北海道釧路市　市立釧路総合病院
（地域医療支援室運営事業、医師確

保）

蘆北海道羅臼町（世界自然遺産との
共生、知床・羅臼まちづくり基金）

蘆北海道斜里町知床自然センター
（世界自然遺産知床の自然） 岩手県江刺市岩手県江刺市岩手県江刺市岩手県江刺市岩手県江刺市岩手県江刺市岩手県江刺市岩手県江刺市岩手県江刺市岩手県江刺市岩手県江刺市岩手県江刺市岩手県江刺市岩手県江刺市岩手県江刺市岩手県江刺市岩手県江刺市

★経済建設委員会★
10／17～19

蘆岩手県盛岡市（中心市街地活性化
事業）

蘆岩手県江刺市（大河ドラマによる
観光振興策）

蘆岩手県雫石町（小岩井農場環境と
の共生）

山口県萩市山口県萩市山口県萩市山口県萩市山口県萩市山口県萩市山口県萩市山口県萩市山口県萩市山口県萩市山口県萩市山口県萩市山口県萩市山口県萩市山口県萩市山口県萩市山口県萩市

★議会運営委員会★
11／9～11

蘆山口県防府市（議会運営等、「防府
駅てんじんぐち市街地再開発事業」

及び商業の活性化）

蘆山口県萩市（議会運営等、「萩まち
じゅう博物館」）

蘆山口県周南市（議会運営等）

ＱＱ

ＱＱ



議
会
日
誌

【
十
　
月
】

12
〜
14
日
○
文
教
厚
生
委
員
会
行
政
視
察

17
〜
19
日
○
経
済
建
設
委
員
会
行
政
視
察

18
日
○
静
岡
県
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

（
島
田
市
）

20
日
○
子
育
て
支
援
・
少
子
化
対
策
特
別

委
員
会

21
日
○
市
議
会
全
員
協
議
会

○
議
会
運
営
委
員
会

25
日
○
中
東
遠
看
護
専
門
学
校
組
合
議
会

○
太
田
川
原
野
谷
川
治
水
水
防
組
合

議
会

○
浅
羽
地
域
湛
水
防
除
施
設
組
合
議

会
地
元
の
議
員
さ
ん
が
一
番
に
質
問
を
す
る
と

い
う
こ
と
で
、初
め
て
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

以
前
議
場
を
見
学
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
時
は
た
だ
円
い
な
と
思
っ
た
程
度
で
し
た
。

実
際
に
傍
聴
席
に
座
っ
て
み
る
と
、
市
長
を
は

じ
め
と
し
て
当
局
の
方
々
や
議
員
の
皆
さ
ん
を

ほ
ぼ
同
じ
目
線
で
見
る
こ
と
が
出
来
る
、
そ
し

て
身
近
に
感
じ
る
良
い
議
場
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。九
月
に
県
議
会
を
傍
聴
い
た
し
ま
し
た
が
、

県
議
会
の
議
場
は
上
か
ら
見
下
ろ
す
と
い
う
も

の
で
、あ
ま
り
良
い
感
じ
が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

議
員
の
一
回
目
の
質
問
に
対
し
て
、
事
前
に

質
問
内
容
が
通
告
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て

か
、
市
長
な
ら
び
に
当
局
の
答
弁
は
準
備
よ
ろ

し
く
、
そ
つ
も
無
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
回
の

再
質
問
を
自
分
の
席
で
行
う
こ
と
は
再
登
壇
す

る
時
間
を
省
く
意
味
で
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
し
た
。

傍
聴
し
て
印
象
に
残
っ
た
こ
と
が
二
つ
。
一

つ
は
、
東
高
跡
地
利
用
の
質
問
に
対
し
て
、
残

っ
て
い
る
建
物
の
一
つ
を
公
会
堂
用
に
利
用
さ

せ
て
も
ら
う
こ
と
を
か
ね
て
か
ら
陳
情
し
て
い

た
地
元
の
区
長
さ
ん
が
、
期
待
に
反
す
る
市
長

の
答
弁
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
こ
と
。
も
う
一

つ
は
、
質
疑
応
答
の
中
で
助
役
は
一
回
も
答
弁

に
立
た
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
担
当
部
長
が
答

弁
す
れ
ば
す
む
問
題
を
、
出
納
責
任
者
で
あ
る

収
入
役
が
市
長
の
指
名
で
答
弁
し
て
い
た
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
少
し
気
に
な
り
ま
し
た
。

傍
聴
は
市
政
を
知
る
上
で
大
い
に
勉
強
に
な

り
、
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
傍
聴
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

仁
藤
町
　
　
桐
田
　
功

２
月

27
日
　
本
会
議
（
議
案
の
提
案
説
明
）

28
日
　
本
会
議
（
議
案
の
提
案
説
明
）

３
月

３
日
　
本
会
議
（
質
疑
、
一
部
採
決
）

６
日
　
常
任
委
員
会

８
日
　
本
会
議
（
委
員
長
報
告
、
質
疑
、

討
論
、
採
決
）

９
日
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

10
日
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

13
日
　
本
会
議
（
一
般
質
問
、
質
疑
、
一

部
採
決
、
請
願
、
陳
情
）

14
・
16
日
　
常
任
委
員
会
　

24
日
　
本
会
議
（
委
員
長
報
告
、
質
疑
、

討
論
、
採
決
）

26
〜
27
日
○
新
・
市
立
総
合
病
院
問
題
特

別
委
員
会
行
政
視
察
（
東
京
都
青

梅
市
立
総
合
病
院
・
東
京
女
子
医

科
大
学
病
院
・
三
共
株
式
会
社
）

【
十
一
月
】

１
日
○
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
行
政
視

察
（
裾
野
市
）

２
日
○
中
東
遠
地
区
市
議
会
議
長
協
議
会

７
日
○
子
育
て
支
援
・
少
子
化
対
策
特
別

委
員
会
現
地
視
察

９
〜
11
日
○
議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察

14
〜
15
日
○
子
育
て
支
援
・
少
子
化
対
策

特
別
委
員
会
行
政
視
察
（
東
京
都

港
区
あ
い
・
ぽ
ー
と
、
静
岡
県
長

泉
町
）

17
日
○
総
務
委
員
会
協
議
会

○
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

22
日
○
市
議
会
全
員
協
議
会

24
日
○
議
会
運
営
委
員
会

29
日
○
南
北
幹
線
道
路
網
調
査
検
討
特
別

委
員
会

【
十
二
月
】

１
〜
22
日
○
掛
川
市
議
会
第
四
回
（
十
二

月
）
定
例
会

１
日
○
新
・
市
立
総
合
病
院
問
題
講
演
会

○
新
・
市
立
総
合
病
院
問
題
特
別
委

員
会

８
日
○
子
育
て
支
援
・
少
子
化
対
策
特
別

委
員
会

14
日
○
経
済
建
設
委
員
会
協
議
会

20
日
○
南
北
幹
線
道
路
網
調
査
検
討
特
別

委
員
会

27
日
○
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

【
一
月
】

11
〜
12
日
○
南
北
幹
線
道
路
網
調
査
検
討

特
別
委
員
会
行
政
視
察
（
岐
阜
県

本
巣
市
・
東
海
環
状
自
動
車
道
）

13
日
○
県
西
部
七
市
議
会
正
副
議
長
懇
談

会
（
磐
田
市
）

16
日
○
総
務
委
員
会
協
議
会

○
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

○
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

一
年
間
に
た
く
さ
ん
の
方
が
本
会
議
の
傍

聴
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

傍
聴
は
、
市
役
所
５
階
議
会
事
務
局
の
受

付
で
住
所
、
氏
名
な
ど
を
記
載
い
た
だ
け

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。

「
こ
こ
さ
暮
ら
し
て
七
十
年
、
こ
ん
な

雪
積
も
っ
た
の
は
じ
め
て
だ
」
わ
ず
か
の

国
民
年
金
で
屋
根
の
雪
お
ろ
し
に
一
回
、

二
万
円
も
か
か
る
こ
と
の
不
安
を
テ
レ
ビ

に
語
る
人
。
あ
た
た
か
な
政
治
の
あ
り
よ

う
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

編
集
委
員
会
が
確
立
さ
れ
、
委
員
の
議

論
の
末
に
「
議
会
だ
よ
り
」
が
発
行
さ
れ
、

今
回
が
三
号
目
で
す
。
市
民
に
わ
か
り
や

す
く
、
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
委
員
は
努
力
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

皆
様
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

編
集
副
委
員
長
　
水
　
谷

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

２
月
定
例
会
の
予
定

２
月
定
例
会
の
予
定

傍
　
聴
　
席

8

この議会だよりは資源リサイクル推進のため古紙配合率100％の再生紙を使用しています。

5
月
　
　
　
　

2
0
人

6
月
　
　
　

3
3
3
人

9
月
　
　
　

2
6
8
人

１２
月
　
　
　

1
8
4
人

計
　
　

8
0
5
人

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
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